
新型コロナウィルス感染症に関わる学校再開の対応について 
  

学校再開後の具体的な対策について、文部科学省より指針が示されています。長野県、千曲市教育委員会、学

校から通知が出ていますので、ご家庭でのご理解とご協力をお願いします。全ご家庭で、本日お配りした「健康

チェックカード」を使ってお子さんの朝の健康状態について、必ず確認をしてから登校させるようお願いします。 

学校と家庭が連携した意識・環境づくり、習慣づくり 

① 換気の悪い密閉空間   ②人の密集   ③至近距離での会話、発声 

上記３条件が重なる場を避ける、学校では①マスクの着用 ②換気の徹底 

可能な範囲で一つ一の条件が発生しないようにできる配慮をします。 

学校生活での具体的な対応 

授 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各教室の生徒の机は、可能な限り間隔を空ける。グループ学習はできるだけ避ける。 

・窓や扉を少し開けて、密閉した空間を作らない。休み時間中も極力接触のないように心がける。 

・理科の実験、観察は、演示実験を増やすなどし、生徒の顔を近づけない努力をする。使用した

器具は使用の前後で消毒をする。可能な限り理科室でなく教室を利用するなど、対面にならな

い工夫をする。 

・音楽で歌う際は、人に口を向けない。複数教室で取り組むなど、密集させない努力をする。 

・美術では、共有して使用する道具類は、授業時間内で貸し借りさせない。授業後は消毒をする。 

・保健体育では、密集して行う競技を感染が収まった時期にずらす。ボールなど、使用の前後に

消毒をする。体育館に出入りする際には、アルコール消毒をさせる。 

・家庭科の調理・保育実習は感染が収まった時期にずらす。衛生管理は、従来以上に徹底する。 

・音読などの全員で声を発する活動では、距離など十分配慮しながら必要最低限行うようにする。 

給 食 ・手洗い・うがいの徹底。配膳台の消毒。感染が収まるまでは対面にしない。 

・給食時は、全員必ずエプロン、三角巾、マスクを着用し、ナフキンを敷いて喫食する。 

部活動 

 

・用具は、使用前に消毒し、できる限り使い回しをしない。密集して活動することを極力避ける。 

・検温を必ず確認し、検温していない生徒、保護者の許可のない生徒の活動を認めない。 

・部室や更衣室等の利用にあたっては、短時間の利用とし一斉に利用しない。 

・練習前後に、必ず手洗い、うがいを徹底し、顧問が見届ける。 

 今こそ、生徒のために、保護者・地域・学校が連携して尊い命を守りましょう。＜文責：教頭 岩松裕一＞ 

① 健康観察 

・毎朝検温をします。発熱時、体調

不良の場合は登校させない。 

② 洗い、うがい、咳エチケット 

・マスク着用、ハンカチ携帯の徹底。

マスクは代用品、手作りでも OK。

帰宅時の手洗い、うがい。 

 ・給食エプロン、三角巾、ナプキン

を必ず持参 

③規則正しい生活習慣 

・十分な睡眠、バランスのよい食事、

適度な運動、清潔な身なり。 

 不要不急の外出を避ける。 

 

① 健康観察 

 ・毎朝の健康状況をチェックカードを用いて確認する。チェッ

クカードの確認ができなかった生徒（保護者の確認印、サイ

ンなし）は、登校できません。学校では、日常的に３７度以

上の生徒は、早退させています。 

②手洗い、うがい、咳エチケットの習慣化 

 ・せっけんを使用し、流水で手洗い。給食の前後など、こまめ

に洗う。友だちとハンカチは共有しない。 

・マスクを必ず着用させる。（※マスクは家庭で必ず準備する） 

③常時換気、消毒による衛生環境 

・密閉を避けた状態で授業。悪天候でも２５分で１回換気。休

み時間も換気。消毒スプレーを各教室に常備。下校後の除菌 

を職員で行う。 


